
　

楊
炳
菁
は
、
北
京
外
語
大
学
日
語
系
で
日
語

語
言
文
学
学
士
号
と
修
士
号
と
を
取
得
後
、
二

〇
〇
九
年
に
吉
林
大
学
文
学
院
比
較
文
学
与
世

界
文
学
専
業
文
学
で
博
士
号
を
取
得
、
現
在
は

北
外
大
日
語
系
副
教
授
を
務
め
る
新
進
気
鋭
の

現
代
日
本
文
学
研
究
者
で
あ
る
。
楊
氏
は
二
〇

れ
る
時
、
往
々
に
し
て
、
翻
訳
及
び
書
き
換

え
（re-w

riting

）
の
過
程
を
見
落
と
し
が
ち
で

あ
る
が
、「
村
上
春
樹
の
影
響
を
受
け
て
い
る
」

台
湾
作
家
た
ち
は
、
村
上
の
翻
訳
者
（
多
く
は

頼
明
珠
）
の
直
接
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
台
湾
の
読
者
の
村
上
翻
訳
文

学
受
容
の
独
特
な
現
象
は
、
も
う
一
つ
の
翻
訳

―
文
化
翻
訳
と
な
っ
て
現
れ
る
の
で
あ
る
。
書

き
換
え
（re-w

riting

）
の
持
つ
創
造
力
は
、
文

学
や
文
学
史
だ
け
で
な
く
、
翻
訳
文
学
を
通
じ

て
、あ
る
程
度
歴
史
を
も
書
き
換
え
（re-w

rite

）

う
る
こ
と
を
、本
書
は
論
証
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

台
湾
の
社
会
が
変
化
し
て
い
く
限
り
、
台
湾

に
お
け
る
村
上
春
樹
の
翻
訳
文
学
お
よ
び
文
化

翻
訳
は
変
化
し
つ
づ
け
る
の
で
あ
り
、
同
時
に

こ
う
し
た
台
湾
の
村
上
の
翻
訳
文
学
お
よ
び
そ

の
文
化
翻
訳
が
、
台
湾
の
社
会
の
歴
史
を
多
少

な
り
と
も
書
き
変
え
て
い
く
こ
と
も
あ
り
得
る

の
だ
と
言
え
よ
う
。

　

本
書
に
お
い
て
張
は
、
二
冊
の
村
上
春
樹

文
学
研
究
書
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
ジ
ェ

イ
・
ル
ー
ビ
ン
氏
のH

aruki M
urakam

i and 
T

he M
usic of W

ords

（
中
国
語
訳
《
聴
見

1
0
0
％
的
村
上
春
樹
》
二
〇
〇
四
年
）
及
び
藤

井
省
三
の
『
村
上
春
樹
の
な
か
の
中
国
』（
中

国
語
訳
《
村
上
春
樹
心
底
的
中
国
》
二
〇
〇
八
年
）

の
翻
訳
が
、
台
湾
の
村
上
読
者
に
と
っ
て
、
重

要
な
書
き
換
え
者
（re-w

riter

）
と
な
っ
た
と

述
べ
て
い
る
が
、
台
湾
に
お
け
る
村
上
文
学
研

究
書
を
中
国
語
で
執
筆
し
た
台
湾
出
身
の
張
も

ま
た
、
台
湾
の
村
上
翻
訳
文
学
／
文
化
翻
訳
に

と
っ
て
、
重
要
な
書
き
換
え
者
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
ま
つ
ざ
き
・
ひ
ろ
こ　

東
京
大
学
大
学
院
博
士
課

程
／
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
イ
ェ
ン
チ
ン
研
究
所
訪
問
研

究
員
）
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「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
文
学
」
と
し
て
の
村
上
春
樹
文
学

王
　
姿
雯

楊
炳
菁
著

後
現
代
語
境
中
的
村
上
春
樹

中
央
編
訳
出
版
社

二
〇
〇
九
年
﹇
二
、
七
九
三
円
﹈

〇
六
年
に
大
東
文
化
大
学
の
訪
問
研
究
員
と
し

て
日
本
に
一
年
滞
在
し
た
が
、
そ
の
間
に
も
博

論
に
あ
た
る
本
書
の
構
想
を
し
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

本
書
は
序
章
と
終
章
を
除
い
て
四
章
か
ら

な
る
。
第
一
章
「
後
現
代
語
境
中
的
村
上
春
樹

創
作
（
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
け

る
村
上
春
樹
文
学
）」
で
は
、
村
上
の
成
長
史
と

戦
後
日
本
史
を
た
ど
り
な
が
ら
村
上
文
学
の
起

源
を
考
察
し
て
い
る
。
楊
氏
に
よ
る
と
、
一
九

『東方』363号（2011年 5月）　　18

小
特
集
❃
中
国
語
圏
の
村
上
春
樹



七
九
年
『
風
の
歌
を
聴
け
』
で
正
式
に
作
家
デ

ビ
ュ
ー
し
て
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
村
上
の

創
作
は
、「
一
つ
目
の
十
年
」
と
「
二
つ
目
の

十
年
」
と
の
二
期
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
期

の
代
表
作
が
『
風
の
歌
を
聴
け
』
の
ほ
か
、

『
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー

ラ
ン
ド
』（
一
九
八
五
年
）
と
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の

森
』（
一
九
八
七
年
）（
以
下
『
世
界
』
と
『
森
』
と

略
す
）
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
特
徴
は
洗

練
さ
で
あ
る
と
い
う
。
第
二
期
の
代
表
作
と
し

て
は
『
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
』（
一
九
九
四

―
一
九
九
五
年
）（
以
下
『
ね
じ
ま
き
鳥
』
と
略
す
）

を
挙
げ
、
こ
の
時
期
の
村
上
は
、
積
極
的
に
社

会
問
題
へ
の
関
心
を
示
し
、
第
一
期
に
見
ら

れ
た
「
自
己
観
照
」
の
よ
う
な
「
不
介
入
（
デ

タ
ッ
チ
メ
ン
ト
）」
の
態
度
に
対
し
、「
介
入
（
ア

タ
ッ
チ
メ
ン
ト
）」
の
態
度
が
顕
著
と
な
っ
た
と

楊
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年
の
作
品

『
海
辺
の
カ
フ
カ
』
に
対
し
て
は
、
歴
史
の
忘

却
に
よ
っ
て
個
人
の
傷
を
癒
す
傾
向
が
見
ら
れ

る
と
現
代
日
本
文
学
専
攻
の
小
森
陽
一
・
東
大

教
授
が
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
が
、
楊
氏
は
逆

に
こ
れ
を
小
森
氏
の
読
み
違
え
と
し
て
退
け
て

い
る
。
ま
た
村
上
は
翻
訳
家
で
も
あ
る
た
め
、

翻
訳
を
通
し
て
村
上
文
学
の
中
で
「
文
化
越
境
」

の
状
況
が
窺
え
る
こ
と
も
論
じ
て
い
る
。

　

第
二
章
「
村
上
春
樹
小
說
的
後
現
代
特
徵
与

芸
術
突
破
（
村
上
春
樹
小
説
で
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン

の
特
徴
と
芸
術
上
の
突
破
）」
は
村
上
作
品
に
お

け
る
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
」
の
特
徴
、
日
本
近
代

文
学
史
に
お
け
る
村
上
文
体
の
新
し
さ
を
指
摘

し
て
い
る
。
楊
氏
に
よ
れ
ば
、
村
上
作
品
は
大

量
の
ブ
ラ
ン
ド
名
、
映
画
名
、
音
楽
名
な
ど
の

消
費
記
号
を
通
し
て
、
日
本
社
会
の
ポ
ス
ト
モ

ダ
ン
文
化
を
表
現
す
る
一
方
、
自
己
認
識
と
い

う
テ
ー
マ
に
お
い
て
、
村
上
は
日
本
近
代
文
学

の
課
題
を
継
承
し
、
特
に
漱
石
と
の
共
通
点
を

持
つ
と
い
う
。
漱
石
も
村
上
も
、
近
代
化
や
ポ

ス
ト
モ
ダ
ン
化
に
伴
っ
て
日
本
に
生
じ
る
西
洋

化
の
問
題
に
向
き
合
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

漱
石
か
ら
村
上
へ
と
い
う
日
本
近
代
文
学
に
お

け
る
系
譜
関
係
を
考
え
る
際
に
、
楊
氏
は
日
本

近
代
文
学
の
「
敘
述
話
語
欠
発
達
（
語
り
の
言

語
の
発
達
が
欠
け
て
い
る
こ
と
）」、「
重
視
語
言
，

特
別
是
日
語
本
身
在
話
語
中
的
作
用
（
言
語
、

特
に
日
本
語
自
体
の
語
り
に
お
け
る
作
用
を
重
視

す
る
こ
と
）」、「
故
事
層
面
的
現
実
性
（
物
語
位

相
で
の
現
実
性
）」
の
三
つ
の
特
徴
を
指
摘
し
て
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い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
楊
氏
に
よ
る
日
本
語
の
語
り
の

言
語
的
特
徴
か
ら
は
、
三
谷
邦
明
の
論
点
が
想

起
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
三
谷
は
日
本
近
代
小

説
の
特
徴
と
し
て
三
人
称
が
主
語
と
な
る
際
に

文
末
の
「
ら
し
い
」
な
ど
の
推
量
詞
を
省
略
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
三
人
称
／
過
去
」
と
「
一

人
称
／
現
在
」
と
い
う
重
層
的
な
構
造
が
現
れ

る
、
と
論
じ
て
い
る
（『
近
代
小
説
の
「
語
り
」

と
「
言
説
」』、
有
精
堂
出
版
、
一
九
九
六
年
）。

　

確
か
に
楊
氏
が
挙
げ
る
三
つ
の
特
徴
は
日
本

語
の
言
語
的
特
徴
と
関
係
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。
柄
谷
行
人
は
、
言
文
一
致
運
動
で
行

わ
れ
た
言
語
実
験
に
よ
っ
て
近
代
文
学
の
特
殊

性

―
つ
ま
り
楊
氏
の
提
起
す
る
三
つ
の
特

徴

―
が
成
立
し
、
作
家
た
ち
の
創
作
も
こ
れ

に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘

し
て
い
る
（『
日
本
近
代
文
学
の
起
源　

増
補
版
』

岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
）。
漢
文
学
の
教

養
が
あ
っ
た
明
治
期
の
代
表
的
作
家
漱
石
が
、

言
文
一
致
に
よ
る
創
作
活
動
に
お
い
て
言
語
的

実
験
を
行
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

村
上
が
真
に
言
文
一
致
以
来
の
束
縛
を
解
い

た
の
か
否
か

―
こ
れ
は
大
変
興
味
深
い
問
題

で
あ
る
。
本
書
も
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
村

上
本
人
は
今
ま
で
日
本
文
学
の
影
響
を
受
け
て

い
な
い
と
語
っ
て
い
た
が
、
例
え
ば
『
海
辺
の

カ
フ
カ
』
は
日
本
文
学
の
遺
産
を
取
り
入
れ
て

お
り
、
村
上
は
あ
る
時
点
か
ら
積
極
的
に
日
本

文
学
を
読
み
直
し
、
先
人
の
言
語
的
実
験
に
気

づ
い
た
と
い
う
。

　
『
世
界
』、『
森
』、『
ね
じ
ま
き
鳥
』、『
海
辺

の
カ
フ
カ
』
を
詳
細
に
分
析
し
た
第
三
章
「
自

我
的
形
象
化
与
他
者
化
（
自
我
の
形
象
化
と
他
者

化
）」
及
び
第
四
章
「
歷
史
的
橋
梁
化
与
隠
喻

化
（
掛
け
橋
お
よ
び
隠
喩
と
し
て
の
歴
史
）」
は
、

『
世
界
』と『
森
』で
は
村
上
が「
自
我
」と「
他
者
」

の
関
係
を
語
り
、
自
我
の
イ
メ
ー
ジ
を
登
場
人

物
に
投
射
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
を
探
究
し

て
お
り
、『
ね
じ
ま
き
鳥
』
と
『
海
辺
の
カ
フ
カ
』

で
は
歴
史
を
媒
介
ま
た
は
隠
喩
と
し
、
歴
史
に

対
し
て
開
放
的
な
態
度
を
取
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
読
者
と
共
に
歴
史
や
暴
力
の
諸
相
を
思
索

し
て
い
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、本
書
は
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
」

の
現
在
に
お
い
て
、
村
上
文
学
を
「
ポ
ス
ト
モ

ダ
ン
文
学
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
そ
の

意
義
を
解
明
し
て
い
る
。
そ
の
手
掛
か
り
と
し

て
、
近
代
文
学
に
お
け
る
二
大
テ
ー
マ

―
自

己
認
識
と
歴
史
叙
述

―
が
ど
の
よ
う
に
戦
後

新
世
代
で
あ
る
村
上
に
よ
っ
て
再
認
識
さ
れ
、

表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
『
風

の
歌
を
聴
け
』
か
ら
『
海
辺
の
カ
フ
カ
』
ま
で

の
作
品
を
論
じ
て
分
析
し
た
の
で
あ
る
。
一
九

七
二
年
生
ま
れ
の
楊
氏
は
「
文
化
大
革
命
」
後

期
の
出
生
で
あ
り
、
本
書
の
出
版
は
所
謂
「
七

〇
后
」
世
代
の
日
本
文
学
研
究
が
世
界
的
レ
ベ

ル
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ

と
は
、
藤
井
省
三
が
序
文
「
中
国
‘
７
０
后
’

的
村
上
春
樹
論
」
で
指
摘
し
て
い
る
通
り
で
あ

ろ
う
。確
か
に
、『
後
現
代
語
境
中
的
村
上
春
樹
』

の
出
版
を
通
し
て
、中
国
の
「
村
上
文
学
研
究
」

は
世
界
に
広
が
っ
て
い
く
に
違
い
な
い
。

（
お
う
・
し
ぶ
ん　

東
京
大
学
中
国
語
中
国
文
学
専

門
分
野
博
士
課
程
）
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